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故新谷浩堆教授略歴及び業績
略歴
昭和7年 月21日---1-にて誕生
昭和20年4月 大阪府立天王寺中学入学
昭和23年 3月 昭和22年4月の学制改革により同校卒業
昭和23年4月 大阪府立天王寺高等学校入学
昭和26年 3月 同校卒業
昭和26年4月 大阪外国語大学ドイツ語学科入学
昭和30年 3月 同校卒業
昭和30年4月 大阪府立東住吉高等学校講師
昭和31年11月 肺結核のため辞職
昭和35年4月 近畿大学非常勤講師（昭和37年3月まで）
昭和36年4月 大阪外国語大学非常勤講師（昭和44年 9月まで）
昭和37年4月 近畿大学専任講師
昭和41年4月 関西大学文学部専任講師
昭和42年 6月～ 8月 ゲーテ・インスティトゥートの招聘によりドイツ連邦共
和国のミュンヘンでの夏期ゼミナールに参加
昭和44年4月 関西大学文学部助教授
昭和51年4月 関西大学文学部教授
昭和55年4月～ 9月 関西大学在外研究員としてドイツ連邦共和国のシュトゥ
ットガルト大学にて研究に従事
昭和62年3月8日 肝癌のため逝去
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研究業績
論文：
• 「ソネットの詩人シュナイダー」（昭和35年9月，『群猟』第 1号）
• 「カロッサと動植物の世界」（昭和35年10月，クヴェレ会，，Quelle"第8号）
• 「光と生命への一つの道ー Gertrudvon Le Fortの，，Hymnenan die 
Kirche"について」（昭和38年 3月，阪神ドイツ文学会『ドイツ文学論孜』
第4号）
• 「ラインホルト・シュナイダー『ラス・カサスとカルル五世』」（昭和41年10月，
クヴェレ会『現代ドイツ小説研究』）
• 「『踏切番ティール』解釈の試み」（昭和46年3月，関西大学独逸文学会『独
逸文学』第16号）
• 「『日の出前』について」（昭和46年 7月，クヴェレ会『現代ドイツ戯曲論集』）
• 「G.v. Le Fortの，，DieLetzte am Schafott"における救済の意味につ
いて」（昭和45年4月，関西大学独逸文学会「独逸文学」第19号）
● 「A.Stifterの，，Brigitta"について」（昭和51年7月，関西大学独逸文学会
『独逸文学』第20号）
• 「ゴットヘルフの『黒い蜘蛛』」（昭和52年3月，クヴェレ会『ドイツ短編小
説の系譜』）
• 「シュナイダー『消えた顔』」（昭和55年 1月，クヴェレ会『ドイツ短編小説
の展開』）
• 「ドイツ散文小説の起源」（昭和61年11月，関西大学文学会『文学論集』一創
立百周年記念特輯＜下＞）
口頭発表：
• 「文学における animanaturaliter christiana」（昭和37年 9月，阪神ドイ
ツ文学会第30回研究発表会）
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• 「キリスト教的文学一現代ドイツ小説研究経過報告」（昭和38年8月，クヴ
ェレ会第100回記念例会）
• 「EdzartSchaperにおける『自由」の意味について」（昭和41年1月，関
西大学独逸文学会第25回研究発表会）
翻訳：
• エツァルト・シャーパー『十字架につけられた助祭』（昭和36年7月，『群
狼』第2号）
•R. A. シュレーダー「ハンス・カロッサ』（昭和 37年6月， クヴェレ会
,,Quelle"第10号）
•R. シュナイダー『今民族は亡ぶ……』，『永遠の没落』（同上誌）
•ヘルッカ／ビンズワンガー『豊かな遊びをつくるおもちゃ—障害児の発達
を考える』（昭和52年2月，ジョルダン社，共訳）
調査報告：
• 「出席・学習状況と学力の自己評価」（『外国語教育学習に関するアンケート
調査報告』昭和57年9月，関西大学一般教育等研究センター， 26~56ペー
ジ）
随筆：
• 「あるアンケートから」（昭和58年3月，郁文堂，，Brunnen"Nr. 251) 
共編著書：
• 『システムドイツ文法』（昭和45年，朝日出版社）
その他教科書多数
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